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特  集　大腸がん
       （結腸がん ･ 直腸がん）

外科   加賀谷　丈紘 医師
診 察 日 / 水曜
受付時間 /   8：00 ～ 11：30
　　　　　13：00 ～ 16：30

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
一
生
の
う

ち
に
何
ら
か
の
癌
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

直
近
の
日
本
人
の
デ
ー
タ
で
は
す
べて
の

癌
の
中
で
大
腸
が
ん
は
死
亡
数
が
２
位（
約

５
万
人
）、
罹り
か
ん患
数（
病
気
に
か
か
る
数
）

は
１
位（
15
万
人
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
身
肉
や
加
工
肉（
ハ
ム・
ソ
ー
セ
ー
ジ

な
ど
）の
過
剰
摂
取
、飲
酒
過
多
、喫
煙
、

肥
満
、
運
動
不
足
な
ど
が
大
腸
が
ん
発

生
の
リ
ス
ク
と
い
わ
れ
て
お
り
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
で
発
症
す
る
確
率
を

さ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
完
全
に
発

症
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
家
族
の
病
歴
と
の
関
連
も
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
特
に
家
族
性
大
腸
線

種
症
や
リ
ン
チ
症
候
群
と
い
う
発
癌
リ
ス

ク
の
高
い
遺
伝
性
疾
患
も
存
在
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
に
つ
い
て

2019 年の死亡数が多い部位は順に 
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 大腸を結腸と直腸に分けた場合

男　性 肺 胃 大腸 膵臓 肝臓 結腸4位、直腸7位
女　性 大腸 肺 膵臓 胃 乳房 結腸3位、直腸9位
男女計 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓 結腸4位、直腸7位

2017年の罹患数が多い部位は順に 
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 大腸を結腸と直腸に分けた場合

男　性 前立腺 胃 大腸 肺 肝臓 結腸4位、直腸5位
女　性 乳房 大腸 肺 胃 子宮 結腸2位、直腸7位
総　数 大腸 胃 肺 乳房 前立腺 結腸3位、直腸6位

　

 

 　
こ
の
が
ん（
悪
性
腫
瘍
）と
良
性
腫
瘍

（
腺
腫
な
ど
）の
違
い
は
、
元
々
あ
っ
た

場
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
囲
に
し
み
出

す
よ
う
に
広
が
っ
た
り（
浸
潤
）、
体
の
な

か
の
他
の
臓
器
や
腹
腔
内（
お
腹
の
中
の

空
間
）に
新
し
い
塊
を
作
っ
た
り（
転
移
）

す
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
点
で
す
。

　

良
性
腫
瘍
の
場
合
に
は
局
所
的
に
大

き
く
な
る
こ
と
に
よ
る
圧
迫
症
状
は
出
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
転
移
や
浸
潤
を
来
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
腸
が
ん
の
発
生
の
経
路
と
し
て
は
大

腸
腺
腫（
良
性
の
ポ
リ
ー
プ
）か
ら
の
癌
化
、

そ
の
他
は
正
常
の
大
腸
粘
膜
か
ら
の
発

癌
、
炎
症
性
腸
疾
患
等
の
異
型
上
皮
か
ら

の
発
癌
な
ど
い
く
つ
か
の
経
路
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
腸
腺
腫
か
ら
の
発

癌
が
最
も
多
い
と
さ
れ
、
腺
腫
の
段
階
で

内
視
鏡
的
な
治
療（
一
般
的
に
ポ
リ
ー
プ

を
と
る
と
い
わ
れ
て
い
る
治
療
）に
よ
り
あ

る
程
度
予
防
が
可
能
な
疾
患
で
す
。

　

早
期
の
段
階
で
は
症
状
が
な
い
こ
と

も
多
く
、
血
便（
鮮
血
便
）、
下
血（
暗

赤
色
の
便
）、
腸
が
狭
く
な
る（
狭
窄
す

る
）こ
と
に
よ
る
便
秘
や
下
痢
、
お
な
か

が
張
る
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
進
行
す
る
と
腸
閉
塞（
全
く
便

が
通
ら
な
い
状
態
）を
来
し
、
便
が
出

な
く
な
り
、
嘔
吐
や
腹
痛
な
ど
を
来
し

た
り
、
貧
血
を
起
こ
し
病
院
に
受
診
さ

れ
る
方
も
い
ま
す
。

症
状

　
　
　

　
　
　

　
　

　

40
歳
以
上
で
は
年
に
１
回
、
大
腸
が

ん
検
診（
便
潜
血
検
査
）を
受
け
る
こ
と

が
望
ま
し
く
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で
は

公
費
負
担
も
あ
り
一
部
の
自
己
負
担
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
大
腸
内
視
鏡
検
査
は
50
歳
前
後

検
査

良性腫瘍

悪性腫瘍

血管・リンパ管へ侵入

周囲組織の
破壊・浸潤

他の臓器
への転移

悪
性
腫
瘍
と
良
性
腫
瘍

で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
報
告
が
多

く
、
検
診
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と（
こ
の
場
合
に
は
保
険
適
用
で

検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
）、
便
潜

血
検
査
で
は
偽
陰
性（
本
当
は
大
腸
が
ん

が
あ
る
の
に
陽
性
と
な
ら
な
い
こ
と
）と
な

る
こ
と
も
あ
る
た
め
50
歳
前
後
で
そ
れ
ま

で
一
度
も
検
査
を
し
た
こ
と
が
な
け
れ
ば

一
度
人
間
ド
ッ
ク
で
大
腸
内
視
鏡
検
査

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

大
腸
腺
腫
の
段
階
で
切
除
で
き
れ
ば
今
後

の
発
癌
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
大
腸
が
ん
と
し
て
発
見
で
き
れ

ば
内
視
鏡
治
療
の
み
で
治
療
を
完
結
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

内
視
鏡
検
査
で
腺
腫
や
そ
の
他
の
病

気
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
、
家
族
歴

（
大
腸
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
が
多
発
し
治

療
歴
の
あ
る
ご
家
族
が
い
る
方
）、
炎
症

性
腸
疾
患
な
ど
の
危
険
因
子
が
な
い
か

確
認
し
、
血
便
な
ど
な
ん
ら
か
の
症
状
が

な
け
れ
ば
内
視
鏡
検
査
は
10
年
以
内
に

受
け
る
程
度
で
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（厚生労働省人口動態統計）　元データ：人口動態統計がん死亡データ（numberシート）

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）　元データ：全国がん登録羅患データ（number シート）
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早
期
が
ん
の
基
本
的
な
治
療
は
内
視

鏡
治
療（
大
腸
内
視
鏡
で
治
療
す
る
）

に
な
り
ま
す
。
早
期
が
ん
で
も
内
視
鏡

治
療
を
行
っ
た
後
に
粘
膜
下
層
の
深
い

と
こ
ろ
ま
で
腫
瘍
が
あ
っ
た
場
合
や
、
病

理
検
査（
顕
微
鏡
で
の
検
査
）の
結
果
に

よ
っ
て
分
化
度
の
低
い
腫
瘍（
進
行
の
早

い
顔
つ
き
の
悪
い
腫
瘍
）と
診
断
さ
れ
た

場
合
に
は
リ
ン
パ
節
転
移
の
可
能
性
が

高
ま
る
こ
と
も
あ
る
た
め
追
加
の
手
術

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

進
行
が
ん
の
治
療
は
手
術
で
取
り
切

れ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

発
見
時
に
す
で
に
Ⅳ
期（
肝
臓
や
肺
な

ど
に
転
移
し
て
い
る
場
合
、
腹ふ
く
ま
く
は
し
ゅ

膜
播
種

と
い
っ
て
お
腹
の
な
か
に
が
ん
細
胞
が
広

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
）で
の
治
療

リンパ菅 リンパ節

漿　　膜

大腸

固有筋層
粘膜筋板
粘　　膜

粘　　膜

粘膜筋板

漿膜下層

漿　　膜

粘膜下層

固有筋層

早
期
が
ん

進
行
が
ん

しょうまく

しょう        まく

しょう        まく

大腸壁の構造

大腸がんのステージ

ステージ 0
粘膜の中に
とどまっている

ステージⅠ
固有筋層（筋肉の層）
までにとどまっている

ステージⅡ
固有筋層を超えて
周囲に広がっている

ステージⅢ
リンパ節に転移している

ステージⅣ
肝臓や肺、腹膜など離
れた臓器に転移している

がんが転移しているリンパ節

は
抗
が
ん
剤
治
療
が
主
体
に
な
り
ま
す

が
、
転
移
の
個
数
や
部
位
に
よ
っ
て
は

根
治
が
望
め
る
こ
と
も
あ
り
手
術
治
療

が
選
択
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

切
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
根
治
が
可

能
な
進
行
具
合（
手
術
後
の
再
発
が
比

較
的
少
な
い
進
行
具
合
で
主
に
Ⅰ
〜
Ⅲ

期
）の
場
合
は
基
本
的
に
は
リ
ン
パ
節
の

郭か
く
せ
い清（
腫
瘍
を
栄
養
す
る
血
管
に
沿
っ

て
リ
ン
パ
節
を
と
る
こ
と
）を
伴
う
腫
瘍

の
切
除
を
行
い
ま
す
。
手
術
は
腫
瘍
の

状
態
、
位
置
、
腹
部
手
術
の
既
往
等
に

よ
っ
て
開
腹
手
術
、
腹
腔
鏡
下
手
術
の

い
ず
れ
か（
直
腸
癌
に
関
し
て
は
特
定
の

施
設
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
も
行
っ
て
い
ま

す
）を
選
択
し
て
い
ま
す
。
診
断
時
に
腸

閉
塞
を
来
し
て
い
る
場
合
や
、
腸
と
腸

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
難
し
い
位
置
に
腫
瘍
が

あ
る
場
合（
多
く
は
直
腸
が
ん
）、
合
併

症
が
多
く
縫
合
不
全（
つ
な
い
だ
腸
管
が

つ
な
が
ら
ず
に
便
が
漏
れ
て
し
ま
う
）の

リ
ス
ク
が
高
い
方
な
ど
で
は
人
工
肛
門
を

作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

根
治
切
除
を
行
っ
た
場
合
で
も
最
低

５
年
間
は
外
来
で
定
期
的
に
採
血（
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
一
つ
の
指
標
や
肝

機
能
な
ど
）や
画
像
検
査（
転
移
巣
を
調

べ
る
Ｃ
Ｔ
検
査･

腹
部
超
音
波
検
査
や

局
所
的
な
再
発
を
調
べ
る
た
め
の
大
腸

内
視
鏡
検
査
な
ど
）を
行
い
ま
す
。

根
治
切
除
を
行
っ
て
も
再
発
し
て
し
ま

う
方
も
い
る
た
め
、
最
終
的
な
診
断
が

Ⅲ
期
と
Ⅱ
期
の
中
で
再
発
率
が
比
較
的

高
い
と
さ
れ
て
い
る
状
態（
手
術
し
た
際

に
腫
瘍
の
底
に
穴
が
空
い
て
い
る
状
況
な

ど
）で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
手
術
後
に
再

発
予
防
の
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
こ
と

で
再
発
す
る
確
率
を
あ
る
程
度
抑
制
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
Ⅳ
期
か
つ
根
治
不
能
な

状
態（
腫
瘍
を
手
術
で
取
り
き
れ
ず
完
全

に
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
）で
あ
っ
て

も
抗
が
ん
剤
治
療
が
発
展
し
た
た
め
、
副

作
用
を
抑
え
て
病
気
と
つ
き
あ
い
な
が
ら

進
行
の
勢
い
を
比
較
的
長
期
間
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
って
き
て
い
ま
す
。

早
期
が
ん
の
治
療
法

大
腸
が
ん
は
生
活
習
慣
の
改
善
や
腺
腫

の
段
階
で
内
視
鏡
的
な
治
療
を
行
う
こ

と
で
、
あ
る
程
度
発
症
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
、
が
ん
と
な
っ
て
い
て
も
早
期

発
見
す
る
こ
と
で
根
治
に
至
る
こ
と
が
可

能
な
病
気
で
す
。
人
生

100
年
時
代
の
昨

今
、
誰
も
が
な
り
う
る
が
ん
の
中
で
頻
度

の
高
い
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
で
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
検

診
や
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
ご
検
討
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
や
ご
家
族

に
若
く
し
て
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方（
特

に
50
歳
未
満
）が
い
る
場
合
な
ど
は
お
気

軽
に
御
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

早期発見が
鍵となります！

 

最
後
に

進
行
が
ん
の
治
療
法

　

  

　

治
療
は
大
ま
か
に
は
早
期
が
ん
と
進

行
が
ん
で
分
か
れ
ま
す
。

　

が
ん
の
深
さ
が
粘
膜
お
よ
び
粘
膜
下

層
に
と
ど
ま
る
も
の
を「
早
期
が
ん
」、

粘
膜
下
層
よ
り
深
い
も
の
を「
進
行
が

ん
」と
い
い
ま
す
。
こ
の
早
期
か
進
行

か
の
定
義
が
あ
く
ま
で
が
ん
の
深
さ
だ

け
を
基
準
と
し
て
い
る
た
め
、
早
期
が

ん
の
疑
い
で
手
術
し
、
最
終
的
に
リ
ン

パ
節
に
転
移
を
伴
っ
て
い
た
た
め
Ⅲ
期

以
降
の
大
腸
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
方
も

い
ま
す
。（
こ
れ
が
が
ん
の
理
解
を
難
し

く
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
し

粘
膜
内
と
粘
膜
下
層
の
浅
い
部
分
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
リ
ン
パ
節
転
移

を
有
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
く
な
り

ま
す
。）

治
療
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NEWS（お知らせ） × INFO（情報） × EVENT（行事）

新人研修
４月２１日（水）に実際の場

面を想定した採血・点滴に

関する研修を行いました。

初めての処置であり、見慣

れない物品や機材に戸惑い

ながらも患者様が安心・

安全に処置が受けられるよ

うに、声掛けを意識しなが

ら一つ一つ確認し研修を

行っていました。新人さん

からは「今後もっと練習を

して、患者様が安心出来

る技術を身につけたい」と

いう感想が聞かれました。

喫煙予防教室
６月１１日（金）に矢吹中学校１学年生徒１５９名を対象に、会田理事長を講

師とした喫煙予防教室が開催されました。昨年は新型コロナウィルスの感

染予防のために未実施であったため、喫煙被害を伝えられる機会があるこ

とを嬉しく思います。今年からは、集団を避けるため院内で録画したもの

を各教室で聴講できる形になりました。未来ある若者に喫煙の害を知って

もらい、将来を健康に過ごしてもらえるよう、手助けになれば幸いです。

以下、聴講した生徒さんからの感想をご紹介いたします。

生徒さんからの感想
・周りの人で吸ってみたいという人がいたらタバコの害について話して、やめたらと言えるようになりたい。

・タバコを吸う人の周りでは病気になる確率が高く、周りの人のことを考えていないと思う。タバコを吸う人が減るように   

   日本はもっと考えるべきだ。

・体への害がたくさんあることがわかった。やめられなくなって何のメリットもない。自分以外の周りの人にも害を与えて

  しまうので、周りの人のためにもタバコを吸わないようにしようと思った。

BLS研修
それは身近に起こりうることです。
一般的に、成人が突然心停止に至る主な原因は心疾患と言われています。
これは倒れた方に対して、可能な限り早期に蘇生行為を行わないと命の
危険が差し迫っていることを示します。
逆に、誰かが倒れた時に、そこに居合わせた方が蘇生行為を行うことで、
命を取り留め社会復帰に至るチャンスが生まれます。
心停止は身近に現実に起こりうることです。
そんな場面に直面したら、突然目の前に起こった出来事に恐れおののく
ことでしょう。
でもそれが最愛の人だったら？必死で救おうとするのではないでしょうか。
院内で不幸にして突然倒れられた方に即座に対応できるよう、当院のス
タッフは2016年より、一次救命処置に対する研修会を全職員に対して行
なっています。繰り返し継続して行うことで、病院スタッフ一人ひとりが
質の高い心肺蘇生を行えるようになることを目標にしています。これから
も、一人でも多くの方を救えるよう研鑽を積んで参ります。

消防訓練
６月１９日（土）12:00外来棟１階にて
自衛消防訓練を実施しました。
今回の訓練は、診療時間帯に火災
が発生したことを想定し、患者様へ
の声掛け・初期消火・避難誘導・
院内放送の訓練を行いました。
院内には様々な防火設備があります
が、使い方を知らないと意味を成し
ませんので、定期的に訓練を行い、
いざという時の病院の「安全と安心」
を守ることができるよう、今後もス
タッフ一同努力してまいります。

優良従業員表彰
矢吹町商工会より勤続２０年の２名が表

彰されました。

ご寄附をいただき、
ありがとうございました。

６月に任期満了により常

務理事を退任された影

山敏男様より、寄付金

と絵画を寄贈いただきま

した。

ご寄附のお願い
当法人の活動に対しご理解とご賛同をいただき、ご支援を賜りたく存じます。寄附金には、税法上の優遇
措置が適用されます。詳しくは、ホームページをご覧ください。
［ホームページ］ http://aida-hp.or.jp/aboutus/donation/

2021年 4月　寄付者1名
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スタッフ募集中
共に働くスタッフを募集しています。地域に根ざし、
愛され、心が通う病院づくりに積極的に取り組み、
地域社会に貢献したいと思っています。募集内容は
当院ホームページをご覧ください。
［お問い合わせ］人事・経理課
［電話］0248-42-2121
［メールアドレス］ ahp@aida-hp.or.jp
［ホームページ］
http://aida-hp.or.jp/recruit/
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地
域
と
病
院
を
つ
な
ぐ
た
め
に

1日5分、身体喜ぶ贅沢タイム

ふくらはぎのストレッチ

作業療法士

皆さんこんにちは。最近脚は疲れやすくなっていません

か？ふくらはぎは歩くとき活躍する場所です。また、第二

の心臓と呼ばれるほど大切なポンプの役割をしていま

す。ふくらはぎのストレッチは足のむくみにも効果的、冷

え性改善にもつながりますよ！

①壁の前で右足を前、左足を後ろに広げ、足先

　はまっすぐ壁に向けます。

②両手を肩の高さに上げて壁に手を付き、背筋

　を伸ばしながら体を腰から前に倒します。

※左足の膝を伸ばしながら、踵が地面から離

　れないように意識しましょう。

③20秒ほど行い、反対方向も行います。

座ってふくらはぎのストレッチ

①椅子に浅く腰掛けて背筋を伸ばし、右膝

　を伸ばして踵を床に付けます。

②体を倒し、タオルの両端を持って中央部分

　を右の足裏に引っかけます。

③その状態からゆっくりとタオルを自分の方

　へ引き付けましょう。

④20秒ほど行い、反対方向も行います。

8

立ってふくらはぎのストレッチ

写真は1日あたり1800kcal 献立内容となっております。

・カレーライス・ベジタブルサラダ
・青しそドレッシング・オレンジAメニュー献立

・やきそば・ベジタブルサラダ
・胡麻ｸﾘｰﾐｰドﾚｯｼﾝグ・オレンジBメニュー献立

食事サービスの紹介

当院では、一般食（常菜）の選択メニューの他、食事を楽しんで召し上がっていただく為に、エネルギー制限食の常菜・

軟菜・一口カット・塩分制限の患者様へも選択メニューを月に 1 回、提供しています。2 種のメニューから、病院管

理栄養士が、ベッドサイド訪問にて、説明の上、事前に選んでいただいています。塩分制限の為、麺料理が提供さ

れない患者様からは、「久しぶりに麺を食べられて嬉しい」「選ぶ特別感がある」など好評をいただいています。
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●

キク美容室

白河市表郷クリニック

白河信用金庫 ●

● 

味の一番

シャディサラダ館 ●
表郷店   

都々古和気神社 ●

● 白河市立表郷小学校

ハスダ鈑金工業
● 

289

280
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連
携
機
関
探
訪

第12回

　

11

診 療 科 目
所 在 地
連 絡 先

内科・小児科・皮膚科・整形外科・アレルギー科・リハビリテーション科
961-0416 福島県白河市表郷金山字長者久保2-5
TEL 0248-32-2316  FAX 0248-32-1721

整形外科 毎週木曜日午前のみ

月
● ● ● ●
● ● ● ●

●

●
火 水 木 金 土 日

INFORMATION

  8:30～12:30

15:00～18:30

14:00～17:30

診 療 時 間

備 考

院長 村松康成先生
むらまつ やすなり

白
河
市
表
郷
ク
リ
ニ
ッ
ク

10

ワクチンを受けた後もマスクの着用など感染予防対策の継続をお願いします。
地域の皆様が安心して接種できるよう努めてまいりますので、ご協力の程よろしくお願い致します。

接種当日の持ち物

スタッフが常時
ご案内をしております

体調が優れない方、
ご不明な点がある方
はお声がけください。

TOPICS

当院では5月24日から
新型コロナワクチンの個別接種を開始しました。

新型コロナワクチンを接種することで、発症や重症化の予防、社会全体の蔓延防止が期待されています。

ワクチンを受ける際には、予防効果と副反応のリスクについて理解したうえで、ご本人の意思に基づき

接種のご判断をお願い致します。

当日は、肩を出しやすい
服装でお越しください。

摂
取
当
日
の

持
ち
物

・クーポン券  ・予診票
※記入漏れのないようにお願い致します ・身分証明書 ・お薬手帳

接種前に明らかな発
熱がある場合や体調
が悪い場合は当院に
ご連絡ください。

摂取当日について



〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町216番地
TEL 0248-42-3592  FAX 0248-42-2226

健診センター併設

併設

併設

併設

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町260番地
TEL 0248-42-2260  FAX 0248-42-2135

会田通所リハビリテーション

併設

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-42-5407（FAX兼）

会田病院指定居宅療養管理指導事業所

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-42-3755  FAX 0248-42-3781

すみれ介護相談センター

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-44-2566（FAX兼）

すみれ訪問看護ステーション

〒969―0213 福島県西白河郡矢吹町本町216番地

0248-42-2121
0248-42-2348FAX aida-hp.or.jpWEB

理事長    会　田　征　彦

当院は公益財団法人日本医療機能
評価機構による「病院機能評価」
審査の結果、機構が定める認定基
準に達成していることが認められ、
2017 年 3月 3 日付けで機能種別
版評価項目 3rdG:Ver.1.1 の認定
を受けました。

●！  ご予約は送迎前日の午後4時30分までにお願いします。
●！  乗車時間はご指定いただけません。

外来診療担当について
外来診療担当は、当院のホームページにてご確
認いただくか、院内で配布している「外来診療

担当のご案内」をご覧ください。

［ホームページ］
http://aida-hp.or.jp/attending/

ご意見ご感想を募集中です
「あゆり」に関するご意見、ご感想を募集しており
ます。特集してほしい内容や改善ポイントなど
内容は問いません。 宛先は下記の通りです。

［宛先］ 福島県西白河郡矢吹町本町216番地
　　　 公益財団法人会田病院 広報編集委員会
［メールアドレス］ ahp@aida-hp.or.jp

［発　行］ 公益財団法人会田病院
［編　集］ 広報編集委員会
［発行日］ 2021年7月15日

会田病 院の理 念

かけがえのない、ひとり一人の命と

健康を守るために、最良の医療を提供し、

保健・医療・介護・福祉の充実をはかり、

地域社会に貢献します。

会田病院では、ご自宅と病院を無料でつなぐ送迎バスを運行
しています。 ご予約は下記までお気軽にお電話ください。

ご予約時間 月～金 13：00～16：30 ｜ 土 9：00～12：00

0248-42-2142ご予約はコチラ

無料送迎バスのご案内

アクセスと駐車場のご案内

第１駐車場 第２駐車場

外来患者
駐車場ク

ォ
ー
ル
薬
局 

● 外来棟

病 棟

第３駐車場

至 

郡
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旧
国
道
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ビ
リ
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ン
棟

● 
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リ
モ
ピ
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ッ
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至 

郡
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旧
国
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東
北
本
線

至 

矢
吹
IC

4

プリモ
ピアット

須賀菓子店
矢
吹
駅

4

第１
駐車場

介護保険事務所

● アイランド薬局

至矢吹駅

幸楽苑


